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１ 「知の拠点あいち」とは？ －世界と闘える愛知を創る基盤－
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リニモ陶磁資料館南駅

あいちシンクロトロン光センター
(科学技術交流財団・科学技術振興機構が共同
整備、科学技術交流財団が運営)

所在地：愛知県瀬戸市、豊田市

(愛知万博東ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ跡地)

面 積：約１７ｈａ

あいち産業科学技術総合センター
(所在地：豊田市、県が整備･運営)

付加価値の高いモノづくり技術
の研究開発の拠点

～ナノテクノロジーにより
次世代モノづくりを支援～

【ハード】

○あいち産業科学技術総合センター

・産・学・行政連携による共同研究の場

大小28の研究室 (70㎡～280㎡／室）

・最先端の計測分析・評価装置の設置
18の最先端の計測分析・性能評価装置

（平成２４年２月にオープン）

○あいちシンクロトロン光センター

・ﾅﾉﾃｸ研究に不可欠な最先端の放射
光分析装置

・産業利用が主目的
（平成２５年３月にオープン）

【ソフト】

○研究プロジェクト（県が資金を投入）
・あいち産業科学技術総合センターに
おいて、産・学・行政が実施する共同
研究（3テーマ）
（平成２３年度から本格研究開始）



本県の県内総生産（2010年度）は、31兆6423億円で全国３位（シェア6.6％）、
その約３割が製造業によるもの

経済活動別県内総生産の構成比（２０１０年度：名目）

資料：愛知県県民生活部統計課

「あいちの県民経済計算（2010年度実績推計）」

県内総生産
31兆6423億円

２ 愛知の産業の今とこれから ①

（参考） 2010年[暦年･名目]
製造業生産額 94兆3331億円
国内総生産額 482兆3844億円

19.6%



従業者数と事業所数製造品出荷額等と付加価値額（兆円）
（万人）

平成22年 あいちの工業 工業統計調査結果報告書(平成24年2月) 平成24年経済センサス活動調査(製造業に関する速報）

（万）
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事業所数(4人上）

771,494人

19,649事業所

２ 愛知の産業の今とこれから ②

・製造品出荷額等は３５年連続、付加価値額は２７年連続全国一

・バブル崩壊後、付加価値額伸び悩み、事業所数・従業者数減少傾向が続く
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製造品出荷額等のほぼ半分、従業者の3分の1が輸送機械によるもの

資料：愛知県県民生活部統計課 平成24年経済センサス活動調査（製造業に関する速報）

２ 愛知の産業の今とこれから ③

2011年
総額

37兆472億円

(4人以上の事業所）

従業者の業種別構成比製造品出荷額等の業種別構成比

179,376

25,497
16,556

16,366

重化学工業
69.8%

輸送機械 33.5%

生産用機械
7.3%

金属製品
6.8%電気機械

6.7%

他の重化学工業
15.5%

食料品 8.0%

プラスチック 6.5%

窯業・土石 3.3%

繊維 3.1%

印刷 2.4%

他の軽工業
6.9%

258,235

56,288

52,336

61,709

軽工業
30.2%

2011年
総数

77万1494人

(4人以上の事業所）

重化学工業
69.8%



○新興国とのコスト競争が激化し、既存のモノづくりでは生き残り困難

○自動車産業を中心に輸出比率が高く、世界経済の影響を受けやすい

○世界的な生産ネットワークの構築が進み、海外生産比率が拡大
（産業の空洞化懸念）

人口減少、超高
齢社会の到来

グローバル化の
進展、アジア等
新興諸国の台頭

課題

２ 愛知の産業の今とこれから ④

課題：人口の減少、超高齢化社会の到来、グローバル化の進展

あいち産業労働ビジョン２０１１‐２０１５より



日本を牽引していく、世界と闘える力強い愛知をつくるため、

これからのモノづくりの方向性を考えています！

基幹産業である自動車産業の強化

新興国企業との国際競争を勝ち抜く、高付加価値のモノづくり

航空宇宙産業・ロボット・健康産業など

新しいモノづくり

２ 愛知の産業の今とこれから ⑤

生産性の向上、次世代産業の育成・振興を図り、さらに厚い産業構造へ

8あいち産業労働ビジョン２０１１‐２０１５より



「知の拠点あいち」では、この進め方で、大学等の基礎研究の成果をもとに
企業による製品化を目指し、大学や企業などが共同で研究開発を行っている

「知の拠点あいち」研究プロジェクトの進め方

オープンイノベーションによる製品化

３(1)

企業：製品開発の効率化（コスト・期間）

大学等：ロイヤリティー収入 社会貢献

新しい価
値の創造



「知の拠点あいち」研究プロジェクトの概要
3(2)

■コンセプト 大学等の研究成果を企業が製品化するための

橋渡しとなる産学行政連携による共同研究開発

■テーマ 3テーマ(県が外部評価を経て優先すべきテーマを選定)

■期間 5年間(2011年～2015年)

■規模 数億円程度／1テーマ・年間

■参加機関 18大学 10公的研究機関 72社

(うち中小企業33社) 総勢５００名以上の研究者等

■体制
愛
知
県

科学
技術
交流
財団

研究機関
（大学・企
業・公的研
究機関）

共同研究の
委託

共同研究の
管理・運営



【概要】 軽量新素材に対する鍛造、切削、接合の革新的加工技術や加工特

性に合わせた同部材の開発

【5年後の成果】 軽量新素材の製造コスト半減、切削加工能率10倍の実現

【期待される効果】 モノづくりの根幹をなす加工技術で世界をリード

【概要】 医工連携によるがん、生活習慣病等の早期診断用デバイスの開発

【5年後の成果】 血管の直径・弾力計測技術による動脈硬化の早期発見、

数十μｍのがんの早期発見、呼気ガスによる生活習慣病予知

【期待される効果】県民の健康を支える医療機器による新産業創出

【概要】 農工連携による食品の化学物質、異物、微生物を簡単迅速に検出するデバイスの開発

【5年後の成果】 微量農薬等や毛髪等をオンサイトで検出、微生物を30分検出

【期待される効果】全国屈指の食品工業、農産物の産出のもと、

安全な食品の提供、広く製造業全般へ波及

低環境負荷型次世代ナノ・マイクロ加工技術の開発プロジェクト（ＰＬ：名工大中村教授）

食の安心・安全技術開発プロジェクト（ＰＬ：豊橋技科大田中教授）

超早期診断技術開発プロジェクト（ＰＬ：名大太田特任教授）

（提供：豊橋技術科学大学 田中研究室）

（提供：名古屋大学 馬場研究室）
11

「知の拠点あいち」研究プロジェクトの概要
３(2)



鉄の1/4の軽さ「CFRP」
(カーボン繊維強化プラスチック)

ケース(1)

研究プロジェクトがつくる未来予想図

今は 未来は
高価で加工が難しい

安価で加工がし易くなれば

トヨタ自動車HPより

ボーイング社HPより

トヨタ自動車HPより

３(3)



ケース(2)

より一層、安心・安全で

体を守り･病気を治す食品群今は

安心・安全な食品
体を守る高機能性食品

未来は

動脈硬化を防ぐ
高リコピン含有トマト
動脈硬化を防ぐ
高リコピン含有トマト

免疫力を高める
高ビタミンC含有オレンジ
免疫力を高める
高ビタミンC含有オレンジ

より一層の安心・安全
有害化学物質、食中毒菌
異物を簡単・高感度検査

より一層の安心・安全
有害化学物質、食中毒菌
異物を簡単・高感度検査

研究プロジェクトがつくる未来予想図３(3)



ケース(3)

家庭で早期にチェック

病院へ行って診断

息 尿

皮膚ガス・血管

息や尿から、簡単に、
家庭で病気の兆候を把握

未来は
症状があってから病院へ

LIXILのHPより

健康データ

指導・診断

家庭病院

今は

研究プロジェクトがつくる未来予想図３(3)


